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Ⅳ、結果

1．対象者の背景

研究協力が得られた６名。年齢２５～３５歳｡経膣分

娩３名、予定帝王切開３名。妊娠週数は１例を除い

て全て正期産、入院期間は５～１０日であった。退院

時は母乳５名・混合１名で１ケ月時は母乳２名・混

合４名であった。

はじめに

近年､UNICEF/ＷＨＯの勧告により母乳育児が推進さ

れ､母乳育児確立のためには早期接触や早期授乳､終

日の母子同室が有効であると言われている｡その提言を

受けて本センターでは、経膣分娩直後の早期接触・

早期授乳および母子同室の開始を実施して母乳育児

支援に努めている。しかし、実際に支援していく中

で、妊娠期より母乳育児を希望していた褥婦が、産

褥早期に「疲れたから授乳を休みたい」と訴えるこ

とは多い｡一方で､母子異室を希望していた褥婦が、

授乳を続けていく中で母子同室を希望したというケ

ースもあった。そのため、褥婦の母乳育児に対する

思いの変化を捉えて関わることが重要だと感じた。

先行研究では産褥早期から１ヶ月間は母乳育児に対

して肯定的なイメージと否定的なイメージを併せもつ複

雑な時期である')とされている｡そこで､今回は母乳育児

に対する母親の思いの変化に着目し､関連背景を探り

ながら助産師の支援のあり方を検討する基礎資料とす

る。

２．母乳育児に対する思いの変化と背景～

出産後の母親６名の語りを時期別に分析すると妊

娠期２つ、出産後から退院までの期間７つ、退院後

から１ヶ月健診までの期間２つの合計11カテゴリー

を抽出した。さらにそのカテゴリーから、各期で【母

乳育児を望む思いと授乳への漠然としたイメージ】、

【母乳育児の困難感と自信の芽生え】、【自分なりの

母乳育児確立による満悦感】の３つのメインカテゴ

リーに整理した。
以下、カテゴリーを【】、サブカテゴリーを

く＞、語りは「」で示す。さらに思い

の背景を“’,で示す。背景因子は対象者の語り

の中から抽出した。，１．目的

妊娠中から産後1カ月間までの母親の母乳育児に対

する思いの変化とその背景を明らかにする。 １）妊娠期

妊娠期には``友人，,や“育児雑誌'，、“母親学級，’

からの情報提供によって母乳育児について肯定的

なイメージを抱いていた。母乳の栄養面、免疫面

の利点や、産後の体型改善の目的から、「100％母

乳で育てる」とく母乳育児へ強い希望＞を語って

いた。他方では、「母乳が普通に出ると思ってた」

「普通にやっていけるやろう」のようにく授乳に

対する漠然としたイメージ＞が語られた。

このように妊娠期は【母乳育児を望む思いと授

乳に対する漠然としたイメージ】と表現できた。

Ⅱ用語の定義

母乳育児；児に母乳を与えて育てること

授乳；児に母乳および人工乳を与える行為

Ⅲ、研究方法

１．調査対象：Ａ病院の周産母子センターで分娩し、

母子同室を経験した産後１～３ケ月の初産婦

２．研究期間：2008年４月～８月

３．調査方法：産後１ヶ月間を振り返る形(入院期間に

関しては褥婦が記載していた病棟独自の哺乳記録を

参照する)でインタビューを行い､母乳育児に対する

思いを聴取した。面接は半構造的インタビューとし、

内容は許可を得て録音し､逐語録を作成した。

４．分析方法:得られたデータは､内容を質的に分析し〈

類似性と差異を照合しながらカテゴリー化を行った。

データ収集､分析においては､プレテストを行い､研

究の全過程において質的研究経験者からスーパーバ

イズを受けた。

５．倫理的配慮：Ａ大学医学倫理委員会から承認を
得た（受付番号631)。特に､産後の疲労感やマタニ

テイブルーを考慮し､対象者に負担をかけることがな

いようにできる限り配慮した。

2）出産から退院までの期間
(1)初回授乳時

「全然吸わない」「なかなか(乳房が)ロにはいら

んくて大変やった」のように初回授乳時の“吸着

困難”はｖ妊娠中のイメージとのギャップを感じ

させていた。また、「とにかくあげなきやっていう

意識で。」と語られるように必死に授乳に取り組み

ながらも児に母乳を与えなくてはならないという

使命感を抱いており、＜うまく吸着させるために

必死に取り組む授乳への意欲＞として表現された。

一方で、「すごいね－、こんなに上手に吸うんだ。

普通にくわえて吸ってる」のようにく予想以上に

順調に開始できた安心感＞が語られた。また、帝
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る｡｣、「退院して２週間目あたりから、張らん<なっ

たことがあって、飲んどるんか…と思って、ミルク

足した」と“吸着困難な状況，，や“母乳不足感',か

らく母乳栄養確立への困難感による人工栄養への気

持ちの揺れ＞として表現された。また、「辛いなとか

ひどい時ミルク足してる｡ずっと(直接)授乳のほうが

もしかしたらすごい辛いかもしれない｡」と人工乳を

取り入れることで母乳栄養を継続できていると評価

しているケースもあった。このほか、授乳中の児の

しぐさに対して「この姿がかわいい」と幸福感を感

じているケースが多く、“児への慈愛，，が語られた。

そして、人工乳を取り入れながらも「やっぱり母乳

でいきたいし、できてよかったなって思う｡」と語っ

ていることから【自分なりの母乳育児確立による満

足感】と表現できた。

王切開後では「痛いのに横向けって言われて、無

理やりおつばい吸わされて、こんな目に合わされ}

てと思ったけど､我が子でかわいいから仕方ない」

のように“術後の創痛,，を上回る‘`児への慈愛'，

がく痙痛に勝る児への愛着から生まれる授乳への

意欲＞として語られた。

(2)初回授乳後～退院直前までの期間

「自分では飲ましたんに測ったら２ｃｃとか６ｃｃ

とか、これどうなるやろうと思った」という“母

乳不足感”や「夜中が特にぐずぐずとなかなか寝

んくて、あんときはしんどかつた」と“夜間の頻

回授乳”による辛苦が語られた。また、「あんまり

(体重が)増えんくて心配やった…すごく｡」と“体

重減少，,に対する不安を感じていた。さらに「な

んで吸ってくれないの－、もうつていう気持ちの

方が大きくて」という“吸着困難な状況”に対す

る苛立ちが吐露され、「黄疸が心配で母乳あげたほ

うがいいのか」という“黄疸'，に対する不安と、

黄疸発症時の母乳継続への葛藤からく順調に授乳

が進まないことによる困難感＞が語られた。一方

で「だんだんだんだん本数も増えて、ぴゆ－ぴゆ

－とぶからね、すごいと思って感動してた」とい

う“分泌量増加”による安心感や「大きくなった

らもうちょっと吸えるようになるかな～と思いな

がら、もうちょっと頑張るうって思った」と児が

成長すれば吸着できるようになるという希望から

く授乳の上達と分泌量増加に伴う意欲の増進＞と

して語られた。その背景には「ひどいときに助産

師さん呼んで、何回も来てもらって話聞いてもら

って、頑張ろうと思った｡」と語られるように、“助

産師の関わり”が背景としてあった。

以上のように、母乳育児に対する母親の思いは出

産後“吸着困難,，や“母乳分泌量，，、“児への慈愛”

をはじめとする様々な背景因子に左右され、揺れな

がら変化していた。

Ｖ・考察

１．母乳育児への思いの揺らぎと関連背景
わが国では、女性の９０％以上が母乳で育てたいと

考えている２)。本研究においても、妊娠期には【母

乳育児を望む思いと授乳に対する漠然としたイメー

ジ】と表現されたように、その思いに強弱はあるも
のの、母乳育児を希望していた。しかし、「とにかく

産むことだけで(授乳に関しては)あんまり深く考え

たことない」と語っているケースもあるように、出

産が大きなイベントとして捉えられており、さらに

初産婦であることからも授乳に対するイメージは漠

然としていたと考えられる。妊娠中のイメージとの

ギャップは、母乳不足感や吸着困難感として語られ

母乳育児への困難感を増強させていた。妊娠期の母

乳育児への情報提供の重要性は母乳育児成功のため

の１０か条の第３条3)でも示されており、正しい知識

の理解とイメージ化は、実際に授乳を開始した時の

ギャップを軽減し、スムーズに母乳育児を開始する
ことができると考える。

また、吸着困難、母乳不足感、黄疸、体重減少な

どはネガティブに、児への慈愛、分泌量の増加や哺
乳の上達、助産師の関わりがポジティブに思いを変

化させる背景として、複雑に作用しながら思いを変

動させていた。特に母乳不足感や吸着困難は退院後
も継続しており、不安や困難感を抱えながら母乳育

児を継続していることがわかった。私たちは母親の

心理面を十分考慮して支援していくことが重要であ

る。橋本は母乳育児支援にはエモーショナルサポー

トが重要であることを強調している`)。これは単に

“励ます",ことや“的確なアドバイス”をすること

ではない。本郷は、「母乳育児のエモーショナルサポ

ートとは、まず、自分の感情をよく『聴いてもらえ

(3)退院直前

退院を迎える頃には、「直接授乳で量飲めるよう

になってきたから、授乳に関してはそこまで心配

せん<なってきた」と語られ、“母乳分泌量や直接

授乳量の増加”に伴う喜びや安心感から、自分な

りに授乳を継続していけるという自信につながっ

ていることがわかる。また、退院後は｢自分でやる

しかない｣という状況から、＜退院を意識した授乳

への自信と自立心の芽生え＞を抱いていた。

以上のように、出産から退院までの期間は、吸

着困難など妊娠中のイメージとのギャップに困惑
しながらも、必死に授乳に取り組んでいた。そし

て、退院時には吸着の上達や分泌量の増加により

自信が生まれ始めていたことから、この時期は【母

乳育児の困難感と自信の芽生え】と表現できた。

３）退院から１ヶ月健診までの期間

「全然吸ってくれないのがもうず－つと続いてるか

ら、もう母乳やめようかって思ったときも何度もあ
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ること』。次に、普遍的で裏づけのしっかりした情報

を提供してもらえること。そして、十分な'情報の中

で母親自身が選択できるとともに、その(選択を受容

してもらえることが重要だ‘)」と記している。実際

に、今回のインタビューでも「(助産師は）呼んだら

すぐ来てくれて、何回も同じこと聞いたし、それで

もきちんと説明してくれた｡」「話聞いてもらって、

対処の仕方を教えてもらって、励みになった」と語

られており、母親の思いを尊重することでエンパワ

ーされていたdMohrbacherNらは、自分で解決し

た母親は、そのことが自信となり、やがて専門家か

ら自立し、自分らしい子育てができるだろう６）と述

べている。入院期間の短縮化に伴い、母乳育児に関

する問題を解決できないまま退院する母親が多い現

状にあり、入院中のエモーショナルサポートの充実

が必要である。例えば、妊娠中に母乳育児を希望し

ていた場合でも、出産後の経過や授乳体験に付随し

て母乳育児に対する思いが変化することを理解し、
些細な言動も見落とさずにその思いを傾聴していく

ことが重要である。また、母児双方の状況に応じて

母乳育児ができていることを承認していくこと、母

体の心身の負担を避けながら支援したいことを伝え

るなどの関わりが効果的と考える。このような支援

の方針を母親が受容し、助産師と母親の双方で合意
できる支援が重要であると考える。そして、退院後

も母乳育児に不安を抱えている母親に対しては、電

話相談や母乳外来等、気軽に相談できる窓口を設け

て、対応していく必要がある。

なお、本研究で得られたデータは、対象者６名と

限られており、一般化するには不十分であった。ま

た、分娩様式の違いによる特徴についても言及する

ことはできなかった。今後さらに対象を増やし、検
討して行く必要がある。

していた。そのような母親の心理を理解し、エモー

ショナルサポートの充実を図ると共に、助産師と母

親の双方で合意できる支援方法を模索していくこと

が重要である。
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Ⅵ、結論

産後１ヶ月間の母乳育児に関する思いは３つのカ

テゴリーに分類された。また、その思いは出産後の

様々な背景因子によって左右され、揺れながら変化
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表１各期において母乳育児に対する母親の黒い妄左右すると毒えられ忍悲呂閃子

妊娠期
初値 授乳時 初回

出産後～

没乳後～

凰院１

且院１

慣で０

堅HiY

)期間

Eでの期間 退院直郁 退院から1ヶ月健診までの期間

背
景
因
子

親の勧め

育児雑誌

テレビや友人の授乳
塙面

母親学級(免疫･経済
面の利点）

友人からの禰報(体

型改善）

妹の育児塙面

術 鰹Ｉ 属
Pｎ種[uJuujITJULU

体

母親としての実感
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初回授
乳分泌

乳時の母

吸蔚困難
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術後の創痛
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弱い吸綴力

乳頭保鞭器

体重減少

黄疸
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夜1M の扶四】授乳

人エ乳の補足

友人からの慣報(育児によ
る睡眠不足）

体璽増ｶロ
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首.Ｔ寧な関わり
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